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1996年 度の教育研究集会で、い じめを含む不登校が大きく取 り上げられ、「学校へ行かなくても

良い」権利などが話題となった。

「い じめ」の問題について我々は、学校 とい う教育機関の内部で起きる教育問題、もしくは、

子 どもたちの人間関係を形成す る過程での問題の一つ としてとらえてい る。しかし、これまでの

我々は、「い じめ」とい う行為を問題として認識 していながら、行為の抜本的解決や根絶というよ

うなことには到っていない。これは 「い じめ」が 「悪」であるとい うことを我々は認識していな
し

がら、その行為 自体は発生させ る決定的原因というものを特定できぬためであ り、「いじめの背景」

を把握できずにいるためと思われる。また、我々は 「い じめ」行為 自体を発生させ る決定的原因

とい うものを特定できていないが、確実に行為 自体は時代によりさまざまな形へと変化す ること

を繰 りかえしながら現在に至るまで行われてきている。これは差別 と同様のことと考えることは

できないだろうか。差別が社会悪であ りながらいかに時を経ても社会の中か ら消え去ることがな

いのは、それが 「社会のひずみ」か ら生まれているものであるな らば、子 ども達の社会にも同様

に 「社会のひずみ」が存在す ると考えられる。もしもそこに 「い じめ」とい う行為も含まれるの

であれば、教育問題 としていかに 「いじめ」をなくす努力 がおこなわれても、氷山の一角 を取 り

除く行為にすぎないのではないだろうか。このことは、これまで行われていた断片的な問題認識

の在 り方 を改め、新たにより広い視点か ら 「い じめ」とい う問題 を見つめ直さなくてはな らない

ことを意味 していると思われる。 丶

1社 会 と個人との関係'

社会 と個人は渦巻き状の らせんのような形の深化構造でつながっていると仮定す る(図1)。

図1社 会と個人の関係
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始点か ら大きくカーブを描きなが らつくられるだ円は全体社会を表す。個人の方向に向かいな

が らつ くられてい くこの楕円は、個人により近い存在の小社会であ り、そのようにしながらいず

れた どり着 く終点は、ひとりの個人 を表している点である。つま り社会 と個人との間には密接な

関係があり、それは不可分なものであると考える。したがってこの場合、社会 での出来事は個人

にも大きな影響として伝わる可能性があ り、また、社会も個人によって大きく影響される可能性

もそこには存在しているといえよう。「いじめ」についてあてはめるな らば、個人とはもちろん 「子

ども」であ り、全体社会 と個人の中間に位置する小社会は子 どもたちとその外的環境か ら造 りだ

図2小 社会(=子 どもの周辺社会)

される 「子 どもの周辺社会」がそこにあてはめ

られる。ここでいう 「子 どもの周辺社会」 とは、

子 どもを中心に 「学校」 「地域」 「家庭」でつ く

られる小社会を意味す る(図2)。

子 どもの 日常生活における行動プロセスを考え

た場合に、ほ とんどが 「学校」「地域」「家庭」

の間の活動で一 日を終えると推測 される。子 ど

もにとっての社会は非常に狭い。唯一大人社会

との接触が可能で、その出入 口とな りえるであ

ろう 「地域」とい う外的環境にせよ、現実的に

は地域間での人間関係は弱体化、希薄化の傾向

にあることを考えれば、「地域」には地域環境と

しての役割 しかその働きはない。このことから、

この三つの外的環境か ら形成 される閉ざされた社会が、大部分の子 どもにとってのよ り密接な社

会であ り、子 どもにとっての小社会としてあてはまると考える。

この小社会 も含め、個人 と全体社会は深化構造でつながっているが、表面的には小社会 も個人

も全体社会の一部分であると考える(図3)。

これは全体社会 と子 ども社会が世代間で断絶 している訳ではないことも同時に示 している。

これまで社会 と個人との関係についての考え方を述べてきたが、それはすなわち、「い じめ」の

問題については、単 に学校や子 どもだけの教育問題としてとらえるのではなく、大人が形成 して

いる社会のひずみ、もしくは大人社会 自体が、子 どもの社会において 「いじめ」などの形で現れ

ている、 自分たちの社会 自体が抱えている問題であると認識 しなければならないことを意味して

いると思われ る。そのため全体社会 を視野に入れて 「い じめ」を考察 し直す必要性はここに起因

していると考え られ る。ここで重要なのは時間軸 とい う社会についての考え方 である。時に社会

は縮小し、拡大するが、特に時代の変化は文化や環境な ど社会 を形成するあ らゆるものに対 し影

響 を与えている。当然、全体社会の中に存在する 「子 どもの周辺社会」、そして子どもにも影響を

与えることにな り、社会それ 自体 とは別の形で、文化や環境などの要素も子 どもと 「い じめ」の

問題に少なか らず影響力 をもっていると仮定す ることができよう。

このような事柄か ら想定される 「いじめ」の背景をつくりだしている数ある要因の中から、小

社会 としての 「子 どもの周辺社会」として、 「家庭」「学校」「地域」の外的環境 と時間軸を視野に

入れた社会全体 としての 「社会構造」の四つそれぞれが、最低限度の要因として考えられ る。
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図3全 体社会と小社会の関係

2家 庭

「家庭」 とい う要因の抱える問題点 としては、核家族化の進行、家族機能の縮小、家族生活の

個人化 ・個別化等が指摘される。

同質より異質、集団よ りも個の確立 とい う社会の流れは、家族形態にも現れてきていると思わ

れる。この流れはこれまで、世代間で同居す る大家族形態から、両親 と子 どものみへの核家族化

傾向のことを指していた。だが、今 日の社会 においては、死別 とい う不幸な場合を除いても、未

婚の増加、単身赴任な どによって父親もしくは母親の存在 しない家族形態の形成は珍しいもので

なくな りつつある(ア メリカでは、実の両親のいる家族は50%以 下 と言われる)。 このことは既に

核家族の解体、もしくは崩壊 とい うところにまで家族の形態は進行 し始めていると考えられ るの

ではないだろうか。また、こうした核家族世帯の最大の欠点としては、以前か ら異世代間の日常

的交流の欠如にあると言われてきた。確かに異世代間の交流欠如は、世代あるいは時代による異

なる価値観の存在 を認識 しにくくさせる。ひいては他者の価値や志向を認めにくい性格を生み出

す危険性をはらんでいると推測 される。

また、核家族であるがゆえに、共働きな どで両親が不在にな りやすい環境にある現在では、育

児の問題、経済的問題な どから、子 どもは少子化の傾向にある。こうした少子化の社会では、子

どもにとって良きライバル とな り得るはずのきょうだい関係が成立せず、その結果、き ょうだい

ゲンカによって大いに学習されてきた、人 との上手な争い方 を幼い うちに習得す ることができず

にいる子 どもが多数を占めると予想される。その うえ少子化傾向にある家庭では、親が愛情を注

ぐべき存在の子 どもが限定されるため、子 どもが多分に甘やかされて育つ傾向にあるとも推測さ

れる。こうい った状況が、適切な人間関係のスキルの不足 した人間を生み出す基盤 となっている

のではないだ ろうか。さらにこうした核家族、少子化傾向にある家庭では、子 どもに生活の孤独

感、孤立感を容易に深める恐れが十分にあることも指摘 したい。

家族機能の縮小の一因として母子関係の変化 を挙げたい。現在は、核家族化や時代の変化の急

激さな どによって母親の学ぶべきモデルがきわめて少なく、親子関係が良好でないことが多い。

①女性の社会進出が進んだことで幼児期に子 どもと十分な関係 を構築することができず、②母親

自体も精神的成長 を遂げられなかった り、「母親」としての 自覚、責任が欠如したまま子 どもと接

し、③その結果、特に幼児期において、子 どもが十分な愛情を母親か ら感 じることができない危

険性があると思われる。少子化傾向にある家庭では、子 どもが多分に甘やかされて育つ傾向にあ
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ると推測され る、と先に述べた。しかしそれが、子 どもが実際に親か ら、特に母親か ら受ける愛

情として とらえるだろ うか、 とい うことをここでは述べたい。問題を起こす子どもほど愛情に飢

えているとい うのも一概に否定できない現実がある。 しか し、その親は子 どもの愛情不足感を実

感できないのではないだろうか。親 と子 どもの問で愛情のすれ違いが今 日の家庭では起きている

と思われ、子 どもの愛情不足感は今後 より進行 してい くと考えられる。

また、愛情過多(過 干渉のことが多い)も また問題である。1995年 に大学生を主な対象 として

行った中学時代の 「い じめ」に関す るアンケー トの結果では、「い じめ」において被害者、中心的

加害者であったと回答 した役柄群では、家庭に関す る質問 〔「(親は)子 離れ している一いない」

の項 目〕において、親は 「子離れ していない」 と子 どもが考える傾向にあった(図4)。

1.親 は教 育 に

2.親 の愛 情 を

3.親 は子 供 に

4.親 は子 供 に

5.親 は暴 力 を

6.bつ をナをま

7.家 庭 に 問題 が

8.子 離 れ して

g.親 離 れ して

10.家 庭の雰囲気 は

と

て

も

ど
ちも
らな
でい

熱心だ

感 じる

過干渉だ

過保護だ

ふる う

厳 しい

ある

いる

いる

よい
一 全体平均 … 一被害者群 ・… 中心的加害者群

図4中 学 時 代 の 家 庭 環 境
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干渉 しない

放任 的だ
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ない

いない*
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「い じめ」の行為が発生した際にその行為の中心的役割を果たす加害者、被害者とも、自らの親

の子離れ度の低さを訴えている。このことは、親には子 どもの精神的独立を正しく見極める力が

必要であることを意味し、見極めを誤 った り、そのこと自体に親が気づかないでいると、子 ども

は親の愛情をス トレスとして受け止めることになる。子 どもが親から受ける干渉のス トレスが、「い

じめ」を行 う原動力になった り、逆に標的 とな りやすい言動 を子 どもの中に生み出す可能性があ

ることをこのアンケー ト結果は示唆 している。これ らのことか ら、親の愛情不足、愛情過多とも

に、子 どものス トレスの要因 となることを示 してお り、親 という存在 自体 も成長 ・独立が必要で

あると指摘できる。両親の精神的独立も子 どもと接して行 くうえで重要視 しなければならないだ

ろう。

また、別の満足度に関する問いにおいて、「家庭」への満足度に関して被害者群は他の役柄群に

比べ低い値だった。その次に低い値 を示したのは中心的加害者群 であり、逆に満足度が高かった

のは、追随的加害者 と観客の役柄群であった(図5)。 「い じめ」において直接的主役を果たす役

柄群 よりも、 「い じめ」に間接的に、後発的に参加する役柄群のほうが リスクが少なく、 自己の欲

求を比較的容易に満たす ことが可能であるために、このような形で満足度に差があらわれたもの

と思われる。その点で中心的加害者 と、被害者 とな りうるものには家庭において共通の原因や因

子が働いているとこの結果か ら推察 された。
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家 庭**

教

不 満

域

一 被 害 者

一 中心的加害者

一一… 追随的加害者

一一一観 客

学校の決ま り 友人**

成 ***

クラス*****P〈0 .01***P〈0.001

図5中 学 時代 の 満 足 度

この よ うに 「家 庭 」、 特 に 今 日の 「家 庭 」 に は子 ど もに 影響 を与 え るで あ ろ う多 くの 問題 とな る

要 因 が存 在 す る。 そ れ が 「い じめ」 とい う行 為 に も結 び 付 い て い る と思 わ れ る。

3学 校

子 どもの 日常生活のほとんどは、学校にいる時間で占められている。一 日の中で家庭で親 と共

に過ごす時間よりも多いことを考えれば、子 どもにとっては狭い世界観しか構築できぬ状況下に

あるといえよ う。 したがって、この狭い世界観の中の学校 とい う存在は、大人が思うよりもはる

かに意味があ り巨大で、子 どもの社会にとって重要なものである、と子 どもは認識 していると思

われる。
「い じめ」の問題が、今 日も大きな社会問題 となっているのは、「生きる力」がつけられず 「い

じめ」の行為に伴って 自殺す る子 どもが一時期続いたか らではなく、子 どもに知識 と学習す る能

力を身につけさせているはずの学校とい う育成機関の中で、「い じめ」が始まり、有効な手段 を講

ずることができずに、「い じめ」や 自殺 を阻止できずにいるためではないだろうか。会社の中で 「い

じめ」を苦に自殺 がおきようとも、社会病理の一端 として片付けられ、社会問題 として一般の人々

の問の共通認識には至 らないであろ う。これらのことから、子 どもに限らず一般の人々も学校の

存在は社会に とって重要なものである、という認識をしていることがわかる。

現代の学校は、受験 とい う唯一絶対的価値が最終的には支配する空間であるといえる。それは

子 どもに、クラスの友人=敵 といった見方 を成立させる危険性がある。つま り、ある一面から学

校で生活する子 どもを見た場合に、常に敵に囲まれた生活を送っているという見方が成立す ると

考えられる。 もし、この学校生活の一面がほんの一部でも真をとらえたものであるな らば、学校

という社会でのつまづきは、子 どもの生活にとって重大なダメージとなることが推測され る。仮

に、「い じめ」などによ り、学校において他者の負のエネルギーを多数か ら受けるような状況に陥

れば、子 どもにとっては死にも等しいダメージを受けたと感 じ、錯覚 してしま う危険性が存在す

ると思われる。とすれば、子 どもにとって学校は、弱肉強食の世界を体験する空間であ り、「い じ

め」を増殖させ る温床の一面が学校にあることは否定できないことのよ うに思われる。

今 日の学校制度として行われている、6・3・3・4制 とい う、すべての子 どもが大学にまで

進む権利を与えるとい う教育制度は、人材 を育成す るとい う意味では多大な成果を挙げた。しか
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し、人々の学歴信仰 という錯覚のもとに偏差値教育、受験競争を生み出したことも事実である。

特に教育現場は、社会や保護者の要求をそのまま受け入れたために、学校信仰、学歴信仰、偏差

値教育、受験競争な どを追認す ることによって、学校を子 どものス トレスを増殖させ る温床 にし

てしまったのではないだろうか。

前述した中学時代の 「い じめ」に関するアンケー ト結果によれば、回答者に中学時代の相談者

の有無を問 う質問において、被害者群だけは他の役柄群 と異な り、[友人(学 校内)」 に 「相談 し

ない」とす る傾向があった(表1-1,1-2)。 これによって被害者群は他の役柄群よりも友人

表1-1中 学時代の相談者
0204060 80

(単位:人 数)

100120140

表1-2ク ロス集計とX2検 定(表1-1の 部分)

質問 「友人(学 校内)に 相談す るか」

被害者 中心的加害者 追随的加害者 観 客 制止者 通報者 傍観者 他

相談する

相談しない

6

11

3

2

6

1

3

4

8

2

1

0

59

32

51

13

(XZ(9)=0.036,P<0.05)

関係の希薄さが証明され、「友人」の有無、信頼できる 「友人」の存在、サポー トの有無が 「い じ

め」の被害者にな り得るか どうかの、要因になっているとここから考えられ る。また、 自分が所

属 していたクラスについて、「大切なクラスか、どうでもよいクラスか」の質問項 目において、「い

じめ」に対して能動的な影響力 をもつ者(中 心的加害者、制止者の役柄群)や 、距離を置くこと

が可能な者(傍 観者、い じめはなかった者の役柄群)に とっては自分のクラスは 「大切」だと感

じていた傾向が強かったが、被害者、追随的加害者、観客、通報者の役柄群などにとってクラス

は 「どうでもよい」存在 と感 じる傾向にあった(図6)。
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図6所 属クラスの印象

ク

「い じめ」の有無や、クラスに対す る自己の影響力の有無は、自分のクラスが大切なクラスであ

るか どうかの判断に影響を与えてお り、あるいはクラスを重視 しないからこそ 「い じめ」が発生

した り、適切なサポー トが得 られない と考えられる。前述した 「家庭」の満足度に関する質問(図

5参 照)で も、学校とクラスの項 目は、家庭の項 目と同じく、被害者群 と中心的加害者群は他の

役柄群に比べ低い値にあり、追随的加害者 と観客の役柄群は満足度が高かった。このことから学

校、クラスも家庭 と同様に、中心的加害者 と、被害者 とな りうる共通の原因や因子が働いている

と推察 される。

良好な友人関係、クラス全体において共通の価値を持たせ る良好な学級経営、これ らを可能と

することが、学校を子 どものス トレスの温床化か ら防 ぐことに有効であることがこの結果か ら考

えられ る。このよ うな環境形成に最も多大な影響を与える存在 はやは り教師である。新たな学力

観に基づく授業の在 り方、学校5日 制の実施な ど、地域やPTAな どとの連帯を密にし、マイナ

スの温床 を一掃 しようとす る努力が最近の教育現場には伺われるが、しかしながら、同時に今後

は生徒に直接接し、学級や学校 を実質的に経営する、一人ひとりの教師の存在が大きく問われる

ことになるであろう。学校は児童 ・生徒が主役であるが、子 どもを生かす学校を可能にす るもの

は有能な教師の存在である。教師が学校 とい う生活空間の中で、「い じめ」、その他の問題に最も

密接により深 くかかわ りがあることは常に重要な事柄である。

4地 域

現在の社会の在 り方は、異質性の増大と連帯性の弱体化が進み、相互扶助関係の衰退 と地域集

団の解体 を推進 してい ると考えられる。

都市においては、地域流動性の高い住民によってその地域の社会 が構成される。そのため、村

落型の地域社会に比べると、地域の結合力ははるかに弱い。また、都市における生活者は、生活

目標 ・ライフスタイル ・価値意識などの面で様々なものをそれぞれに抱えてお り、地域社会内の

異質性は顕著である。プライバシーの尊重、相互不干渉の社会的態度を特徴 とし、人的交流も多

くの場合、表面的関係にとどまっている傾向にあると思われる。確かに、村落型の地域社会の共
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同体のような画一的、統一的地域社会では、結び付きが強固す ぎるため、移住者の参入を認めず

排除する傾向があるなど、村落型の地域社会にも問題点が数多 く存在する。 しかし、かつての地

域社会には、現代の都市型社会には存在 し得ないような、地域独 自の異年齢集団の仲間関係 と独

自の子 ども文化、そ して 自律的子 ども社会 もまた存在 し、そこでは子どもは、人間関係や社会に

ついての学習 を自然に行 うことが可能であった。しかしながら、今 日の地域社会には、このよう

な地域独 自の教育力や人間形成力が衰弱、そ して消滅し、地域社会そのものも都市部においては

消滅しかかっているといえよう。

地域及び、地域社会を今、重要視 されなければな らない理由は、子 どもの 「い じめ」が学校 と

いう枠組みの中の学級やクラブといった狭い人間関係の中か ら発生するのに対 し、「い じめ」に伴 っ

た自殺な どの事件化 したものの多くが、学校以外の地域社会の中で発生している所にある。地域

の中での子 どもの暗部を見抜ける力、地域独 自の教育力や人間形成力を再び生み出す力が必要と

されている。

5社 会構造の変遷

日本の社会構造の変遷 を考える場合、(1)戦 前及び戦中の社会 と、(2)戦 後の近代社会(1960

年代まで)、(3)現 代社会(1960年 代以降)の3つ に区分す ることが一般である。

(1)戦 前及び戦中の社会は、画一的価値観への従属意識が人々を支配 している社会であ り、そ

れ らに対 してすべての個人が貢献することを唯一の価値 とし、互いに助け合 うとい うことを日本

型集団主義の思想 としていた時代 と想定できる。

(2)戦 後の近代社会は、それまでの理想や象徴 としての画一的価値観 と現実としての多元的価

値観が交錯す る矛盾の中にあった、 日本社会の進路を模索していた時代 として捉えられることが

できよう。敗戦によ り絶対的権力機構が消失し、従属す るものを失った混とんの時代だが、個人

の力を発揮す ることが最 も可能であって、 日本社会が最 も多くの選択肢を抱えていた時代ではな

いだろう。

(3)現 代社会は、戦前、戦中以来の画一的価値観への従属意識は後退 し、人々にとって価値は

多元化したよ うに思われている。だが、かつての 目本型集団主義の中から順応主義とい う性格だ

けを残 し、個人の新たな連帯の形として 「企業」とい うものに固執する現状においては、社会 と

しての価値観は未だ画一的である。また、個人の在 り方においては、助け合 う能力 ・共感す る能

力 を喪失 し、個々の利得にのみ終始して、豊かな人間関係 をもたない人々が増加し、社会に 自己

中心主義の思想もはびこらせ、現在の 日本の 『自分さえ良ければそれで良いとする 「無責任」な

社会』の風潮 を生み出しているものが根底にある。

したがって、このような変遷 をたどってきた現在の社会の本質は、戦前、戦中、近代の時代よ

り混とん とした画一的価値観 と 「無責任」なミーイズムがはびこってお り、この動きについてい

けない社会的弱者は、切 り捨てられてい く社会である。このように社会構造 を時代的に見直して

いくと、「い じめ」はその姿を縮小した形で、あるいはそのままに、外的環境で形成される子 ども

の周辺社会と子 どもに影響 を与えた結果、生まれた社会問題であると考えられる。

6子 どもと 「い じめ」

現代の子どもの特徴的な面 として、人間関係の狭さ、希薄 さ、社会的達成意欲の低さ、な どが
一般に挙げられる。
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これ らは、現代の子 どもの孤立した生活スタイルに起因していると思われる。孤立した生活ス

タイルによ り、一人で過 ごす状態が当然のことにな り、友人関係 を維持してい くことや、友人を

求めて行 く気持ちが失われ、表面的な付き合いに終始しする傾向を生み出す と考え られる。また、

競争社会の中に身をおいている子 どもにとって、現実の社会の在 り方と自分を比較 し、人生の先

を予想す ることはそ う難 しい事ではなくなってきている。豊かな社会では最低限生きて行くこと

が可能であるとい う社会状況も、子 どもの社会的達成意欲の低 さを生み出していると推測され る。

あきらめが早く、人間関係 が狭く、決して本音の部分をみせ ることのない現代の子どもたちの

特徴は、自分の世界を大事に考え、自分を基準に生きていこうとす る姿にもとれる。しか しなが

らそれは、自分の行いに対 し責任をとる厳 しさと、他人の生き方 も尊重する態度を兼ね備 えた生

き方 というよりは、自分本位 で他人を否定 し、自分の行いに対 しては無責任で身勝手な生き方の

ほうを選択している。それゆえに、一般社会において問題を起こす大人たちの自己中心主義的傾

向と、「い じめ」の場面で子供がみせ る態度 とは非常に通 じるものがあるのではないだろうか。

そんな子 どもが行 う、今 日的 「い じめ」の大きな心的要因には、①社会的承認および所属の欲

求の充足と、②陰惨な気分の発散、が考え られ る。

つま り、「い じめ」には 「仲間意識の再確認」のための踏み絵的意味合いがあるのではないだろ

うか。これは真の意味での友情を成立させることができない、人間関係の希薄な現代の子 どもの

特徴に起因し、 自分の感情や本音を見せ ることができないために、友情 自体を持つ ことができな

い者同志の集団において、「い じめ」 という行為に参加することで敵か味方か、友達であるか否か

を確認しているように思われるのである。

また、厂い じめ」とい う行為を行っている子 どもには、「だれか」に対 して恨みたい心、が存在

すると思われる。その陰惨な心を解消す るために、虐待すべき 「いけにえ」の存在が必要であ り、
「いけにえ」がだれかとい うことにはあま り意味をもっていない。つまり、大事なことは 「いけ

にえ」とい う存在 を、単に子 どもが陰惨な心を解消するためだけに欲しているとい うことにあ り、

実際に恨みたい存在は全く別なものであるとい うことが多い。それは個々によって異な り、 自分

の親であった り、学校や教師、もしくは全体社会についてであるかもしれない。臨床心理学的に

は、加害者も被害者も同じ病理を持つと考え られる。前述のス トレスや、こうした恨みの心など

の欲求不満を自らの力で上手に解消できず、エネルギー発散の場を 「い じめ」へと求める。この

ようなメカニズムの同 じ根を子 どもはもつので、昨日まで被害者であったものが翌 日か らは加害

者にまわるとい う現象が、今 日的 「い じめ」において容易に見 られる理由であると推測される。

いずれにせよ、 「恨み心」が蔓延 した社会においては、子 どもたちの自尊感情は破壊され、他者

への共感や思いや りの心が喪失す る。そこで形成される子 ども達の仲間関係には、友情を中心と

したつなが りよ りも、力関係によって構成 されるつなが りばか りが強化 されると推測される。

以上述べてきた子 どもの外的環境、社会構造を見て行 くと、それぞれ 「いじめ」や子 どもとは

遠 く離れた関係 と思われ るものでも、 じつはよりちかい間柄にあること、密接な関係にあるとい

うことに気づかされ る。「い じめ」の本質的原因、もしくは誘発す る原因をうみだす土壌が、確か

に子 どもの外的環境、特に 「学校」や 「家庭」のなかに広 く存在 しているといえる。やはり、「い

じめ」そ して子 どもの問題は教育問題や発達問題 といった断片的な問題 としてとらえるものでは

なく、社会全体 を視野に入れた総合的社会 問題のひとつとして取 り組まなければな らない課題で
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ある。それは大人子 どもを問わず、すべての人々に与えられた共通の課題であろう。

子 どもの人間関係の希薄さが、「いじめ」の一つの要因として挙げられると先に述べたが、それ

でも 「いじめ」には 「加害者」と 「被害者(い けにえ)」 とい う人間関係が成立す る。しか しなが

ら、これか らの子 どもは人間関係の希薄さがさらに進行 し、一部の友人を除き、他者に対 して、

また 「い じめ」におけるかかわ り合いす らも興味を失って行 くと推測され る。したがってもはや

「い じめ」は起こらず、逆にそのような人間関係の希薄さに耐えられない子 どもが増え、「不登校」

を増加 させ ることになると推測される。良好な人間関係とは何か、とい う問いが今後の課題 とし

て重要視されてくるのではないだろうか。「いじめ」も 「不登校」も学校社会に病理 となって現れ

る全体社会の問題として とらえ られていくと考えられる。
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